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氏
神
さ
ま 

  

前
号
で
、「
人
が
生
ま
れ
て
か
ら
結
婚
を
含
め
数
々
の
儀
礼
を
経 

て
成
長
す
る
過
程
で
は
神
道
、
葬
儀
や
死
者
の
供
養
で
は
仏
教
と
、

う
ま
く
使
い
分
け
て
」
と
、
私
た
ち
と
神
様
、
仏
様
と
の
関
わ
り

を
述
べ
ま
し
た
。、 

そ
う
、
子
供
が
生
ま
れ
た
ら
お
お
む
ね
三
十
日
前
後
に
氏
神
様

へ
お
宮
参
り
を
し
、
新
し
く
氏
子
に
な
っ
た
ご
挨
拶
を
し
ま
す
ね
。 

最
近
は
地
域
の
氏
神
様
ば
か
り
で
な
く
、
有
名
な
神
社
へ
お
参

り
さ
れ
る
方
も
多
く
、「
氏
神
様
」
と
い
う
概
念
も
あ
ま
り
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

で
は
そ
も
そ
も
「
氏
神
様
」
っ
て
な
に
？ 

も
と
も
と
原
始
的
な
神
様
の
信
仰
と
は
豊
作
を
祈
願
し
た
り
、

実
り
に
感
謝
し
た
り
す
る
と
き
に
だ
け
、
遠
く
の
山
や
島
に
住
む

神
様
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
、
仮
設
の
祭
場
で
お
祭
り
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
か
ら
か
里
に
神
様
が
常
在
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
神
社
が
で
き
た
こ
と
で
地
縁
、
血
縁
を
中
心
と
し
た
集
団

で
あ
る
地
域
社
会
の
守
り
神･･･

「
氏
神
様
」
の
概
念
が
出
来
上
が

っ
て
き
た･･･

ざ
っ
と
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

で
は
こ
の
あ
た
り
の
氏
神
様
は･･･

？ 

も
ち
ろ
ん
白
糸
浜
神
社
で
す
。（
正
確
に
は
白
絲
濵
神
社
） 

 

で
は
そ
の
ご
祭
神
は･･･

？ 

「
白
糸
大
神
」･･･

。
ま
あ
い
い
で
し
ょ
う
。 

 

こ
こ
に「
浜
村
の
明
治
期
」と
題
す
る
古
い
一
文
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
五
年
、
水
無
月
神
社
（
八
雲
通
富
士 

北
）
境
内
が
海
軍
下
士
卒
集
会
所
敷
地
に
買
収
に
な
っ
た
こ
と
か 

ら
同
神
社
並
び
に
稲
荷
神
社
（
大
門
通
り
と
八
島
通
り
間
、
五
条 

通
り
と
六
条
通
り
間･･･

現
五
条
公
園
、
筆
者
注
）、
蛭
子
（
エ
ビ
ス
） 

神
社
（
七
条
通
り
八
島
南
）
の
三
社
を
合
祀
し
、
信
徒
の
構
成
も 

従
来
の
旧
村
民
か
ら
新
舞
鶴
町
民
有
志
に
変
え
て
新
神
社
を
作
る 

こ
と
と
な
っ
た
。
新
神
社
は
現
在
の
白
絲
濵
神
社
で
あ
る
。 

･･･

と
あ
り
ま
す
。 

 

（
出
典
不
明･･･

得
月
寺
関
係
文
書
か
？
） 

そ
し
て
当
時
の
覚
書
に
は･･･ 

合
祀
の
新
神
社
は
水
無
月
神
社
、
稲
荷
神
社
、
蛭
子
神
社
の
三 

神
を
主
神
と
し･･･

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

つ
ま
り
白
絲
濵
神
社
の
主
な
ご
祭
神
は
水
無
月
様
（
月
読
命 

･･･

ツ
キ
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト･･･

食
物
、
農
耕
の
神
様
）、
蛭
子
様
（
事 

代
主
尊･･･

コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト･･･

漁
業
、
商
業
の
神
様
）、 

稲
荷
様
（
保
食
神･･･

ウ
ケ
モ
チ
ノ
カ
ミ･･･

食
物
、
五
穀
豊
穣
、 

諸
産
業
発
展
の
神
様
）、
と
、
こ
の
三
柱
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま 

す
ね
。  

     
 
  

京
都
府
地
誌
（
丹
後
国
加
佐
郡
町
村
誌
三
に
よ
る 

注
釈
筆
者
） 

 

も
ち
ろ
ん
境
内
に
は
様
々
な
摂
社
、
末
社
が
お
祀
り
さ
れ
て
ま 

す
の
で
、
参
拝
の
際
に
は
本
殿
の
回
り
を
ぐ
る
り
と
回
っ
て
神
様 

方
に
ご
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 
                                          

  

（
白
絲
濵
神
社
） 

 

          

 

と
こ
ろ
で
、
大
正
十
四
年
発
行
の
「
新
舞
鶴
商
工
案
内
」
に
は
、 

「
郷
社
白
糸
濵
神
社
」
と
あ
り
、
当
社
は
古
来
若
丹
に
渉
り
て
尊

崇
の
的
と
な
っ
て
居
た
水
無
月
神
社
と
、
丹
後
の
泣
き
恵
比
須
と

し
て
三
丹
若
越
地
方
に
ま
で
有
名
な
恵
比
須
神
社
と
稲
荷
神
社
の

三
社
を
合
祀
し
大
正
四
年
氏
神
と
尊
崇
し
た
も
の
で
、
社
名
は
往

時
細
川
幽
斎
公
が
一
帯
の
海
濱
小
波
白
砂
を
洗
ふ
美
観
に
見
惚
れ

白
糸
の
濱
と
詠
む
て
以
来
白
糸
ヶ
濱
と
呼
ぶ
に
至
っ
た
、
其
地
名

に
縁
む
だ
も
の
で
あ
る
。（
ほ
ぼ
原
文
） 

･･･

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
美
文
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

さ
て
新
年
度
も
始
ま
り
、
希
望
の
船
出
、
と
い
う
方
々
も
多
い 

で
し
ょ
う
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
様
々
の 

こ
と
が
中
止
と
な
り
、
残
念
な
四
月
と
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
方
に
於
か
れ
ま
し
て
も
危
険
な
場
所
へ
は
行
か
な
い
と
い 

う
ご
努
力
を
十
分
に
さ
れ
、
安
全
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
す
よ 

う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

資
料
出
典 

「
八
幡
神
と
神
仏
習
合
」 

逵
日
出
典
著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

「
神
社
の
古
代
史
」 

岡
田
精
司
著 


